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（別紙） 
８．研究実績報告（成果） 
 

 前年度に引き続き，伊豆半島・伊豆諸島北部を含むフィリピン海プレート北端部の運動

を明らかにするために，神津島・銭州岩礁・神奈川県西部における GPS観測，神津島にお
ける水準測量，九州南部における古地磁気方位データ試料の採取，等を行った．新たに新

島・神津島を対象とした合成開口レーダーの干渉解析を開始した． 
 神津島・銭州岩礁において実施した GPS観測から，フィリピン海プレート本体の運動と
比較し有意に西方に偏向した変位をしていること，その変位は伊豆半島内部の変位と類似

性を持つこと，等を再確認した．国土地理院 GPS連続観測による伊豆半島内の変位場を加
えて検討した結果，伊豆半島付け根における本州弧との衝突と，伊豆半島下の水平デタッ

チメントにおける滑りの効果の両方を想定したモデルで説明可能であることを示した．ま

た，神津島における水準測量より，島中央部に位置する火山体の隆起を再確認した．変動

パターンは深部の球状圧力源と浅部のダイクの存在を示唆する． 
 今年度より新島・神津島を対象として合成開口レーダーALOSの PALSAR/InSAR解析を開

始し，2006 年 6月～2008 年 1 月のデータより計 13 枚の干渉画像を作成した．短い観測ス

パンから軌道誤差や気象誤差を除去し定常的地殻変動を抽出することは容易ではないが，

次年度は地殻変動量への変換と地上測量の成果との対比を試みる． 

西南日本弧・琉球弧会合部の火山岩の古地磁気方位データコンパイルに関しては，中新-

更新世に噴出した九州南部地域の溶岩及び溶結凝灰岩の露頭記載と定方位試料の採取を行

った．段階消磁を施し熱残留磁化を測定し初生の古地磁気方位を得た結果，鹿児島地溝域

周辺において回転構造運動が起きた可能性を得た．次年度は，北縁部で共通してみられる

断層を伴う構造運動と火成活動との関連を明らかにし，西南日本弧・琉球弧会合部の広域

テクトニクスの転換時期及び沈み込み運動との関連性の検討を行なう． 

 神奈川県西部地域において GPS 臨時観測を実施し，また，光波基線測量の精度向上を目

指し臨時気象観測を行った．これらに温泉地学研究所の GPS 連続観測データを加えて解析

を行い，神奈川県西部における 2000-2001 年を境とする地殻変動のトレンド変化を明らか

にした．また，この地域の震源分布とメカニズム解を高精度で解析し，足柄平野西縁には

地震活動帯が存在し，北西-南東圧縮の逆断層地震が卓越していることを明らかにした． 

 


